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ゲ/レを、 2重の網目を持つことから DoubleNetworkゲノレ (DNゲノレ〉と名付けた 100 本



































































































































を、 Brown18)および田中 19)辻二本百モデ、/レ(ネッキングにおいて共存する 2種の部位に対応)
を用いて考察している。共通する基本的な仮定は、
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